
一
、
緒
言
と
目
的

中
国
と
日
本
と
の
間
に
あ
っ
て
、
彼
我
交
流
の
中
継
地
と
し
て

も
、
朝
鮮
半
島
の
位
置
の
重
要
性
は
今
更
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
半

島
は
医
学
の
方
面
で
は
、
古
く
か
ら
中
国
医
学
の
影
響
を
受
け
、
我

が
国
に
及
ぼ
し
た
そ
れ
も
ま
た
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
医
学
を
と
り
入
れ
た
と
い
っ
て
も
、
半
島
特
有
の
土

壌
、
民
俗
性
な
ど
か
ら
独
自
の
発
展
、
成
果
を
あ
げ
、
の
ち
に
東
医

学
と
い
う
医
学
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
方
面
の
研
究
で
は
、
我

が
国
で
は
、
三
木
栄
氏
を
第
一
と
す
る
、
そ
の
広
汎
、
確
固
た
る
研

究
は
、
半
島
医
学
の
全
体
に
わ
た
り
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
さ
ら
に

’
中
国
医
学
と
道
教
（
皿
韓
国
医
書
に
つ
い
て
）

一
般
口
演

吉
元
昭
治

氏
は
、
半
島
医
学
に
対
す
る
道
教
の
影
響
ｌ
道
教
医
学
に
も
着
目
さ

れ
、
ふ
れ
る
処
が
あ
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
加
え
た
い
。

二
、
本
論

半
島
医
学
言
の
中
か
ら
、
主
な
次
の
三
種
を
え
ら
び
、
さ
ら
に
演

者
が
、
ソ
ウ
ル
市
で
採
取
し
た
、
民
間
療
法
書
に
つ
い
て
検
討
を
加

』
え
た
Ｏ

仙
医
方
類
聚
（
李
朝
。
世
祖
。
金
礼
蒙
他
、
一
四
四
五
，
く
一
四
七
七

年
）こ

の
頃
す
で
に
、
半
島
独
自
の
本
草
害
『
郷
薬
集
成
方
』
が
あ
っ

た
が
、
『
医
方
類
聚
』
は
全
巻
三
百
六
十
五
巻
、
唐
、
元
、
明
初
の

医
書
類
百
五
十
三
種
か
ら
編
集
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
「
巻
五
、
五
蔵
門
」
の
「
五
臓
六
脈
図
」
で
、
こ
れ
は
『
正
統

道
蔵
』
中
の
『
黄
帝
五
臓
六
胴
補
潟
図
』
『
上
清
黄
庭
五
臓
六
府
真

人
玉
軸
経
』
ま
た
『
雲
笈
七
薮
、
巻
十
四
』
の
『
黄
庭
遁
甲
緑
身

経
」
、
さ
ら
に
『
遵
生
八
茎
』
（
明
、
高
派
編
）
の
な
か
の
『
四
時
調

摂
雲
』
と
同
じ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
『
医
方
類
聚
』
の
各
項
の
終

り
に
は
、
『
巣
氏
病
源
』
な
ど
か
ら
ひ
い
た
導
引
法
が
あ
る
。
そ
の
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百
九
十
九
巻
か
ら
二
百
五
巻
ま
で
を
「
養
生
門
一
’
七
」
に
さ
い
て

い
る
。
内
丹
、
外
丹
、
服
餌
、
却
穀
、
摂
生
な
ど
、
道
教
医
学
そ
の

も
の
が
あ
る
。

②
東
医
宝
鑑
（
宜
祖
。
許
淡
著
、
一
六
一
三
年
）

本
書
は
、
半
島
医
学
を
代
表
す
る
巨
著
で
あ
り
、
中
国
と
半
島
固

有
の
医
書
（
八
十
六
種
の
名
を
あ
げ
て
い
る
）
を
合
せ
て
、
内
景
篇
、
外

景
篇
、
雑
病
篇
、
湯
液
篇
、
鍼
灸
篇
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
内
景
篇
の
初
め
の
「
集
例
」
で
は
、
精
気
神
に
ふ
れ
、
道
教
経

典
の
『
黄
庭
経
』
の
内
景
を
参
考
に
し
た
と
い
い
、
「
道
家
以
清
静

修
養
為
本
、
医
門
以
薬
餌
針
灸
為
治
」
と
も
か
い
て
い
る
。
こ
こ
で

重
要
な
の
は
、
李
東
垣
を
北
医
、
朱
丹
渓
を
南
医
と
し
、
自
分
の
国

は
一
僻
在
東
方
」
だ
か
ら
、
国
の
医
学
を
東
医
と
す
る
と
い
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
三
木
氏
は
、
こ
の
内
景
篇
を
も
っ
て
道
教
が
そ
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
外
景

篇
の
贋
で
は
、
灸
臓
得
延
年
が
、
雑
病
篇
婦
人
で
は
、
安
産
方
位

図
、
蔵
胎
衣
吉
方
、
催
生
符
、
借
地
法
が
、
鍼
灸
篇
で
は
諸
経
導
引

な
ど
、
道
教
医
学
の
色
彩
が
強
い
部
分
が
あ
る
（
処
方
数
約
四
○
○
○
）
。

③
方
薬
合
編
（
高
宗
。
黄
泌
秀
選
、
一
八
八
五
年
）

『
東
医
宝
鑑
』
を
も
と
と
し
、
そ
れ
に
つ
づ
く
『
医
宗
損
益
』
『
医

方
活
套
』
な
ど
か
ら
、
抽
出
、
簡
便
化
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
韓
国
で
は
現
在
で
も
多
種
の
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
本
書
の
特
色
は
、
上
段
に
「
薬
性
歌
」
が
、
下
段
を
三
つ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
上
統
（
補
方
、
一
二
三
方
）
、
中
統
（
和
方
、
一
八
一
方
）
、

下
統
（
攻
方
、
一
六
三
方
）
の
計
四
六
七
方
が
あ
る
が
、
人
参
配
合
処

方
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
七
○
、
五
四
、
八
の
一
三
二
方
（
二
八
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
道
教
医
学
の
痕
跡
を

桑
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
に
、
「
保
生
大
道
」

’
１
須
識
扶
陽
説
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
精
気
神
の
代
表
症
状
と
そ
れ

に
対
す
る
薬
方
が
あ
る
。
ま
た
、
薬
性
歌
や
処
方
の
な
か
に
も
、
そ

の
説
明
に
、
呪
術
的
、
方
術
的
な
も
の
が
あ
っ
た
り
、
薬
名
に
も
道

教
的
な
臭
い
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
「
造
軽
粉
法
」
な
ど
、
水

銀
製
剤
の
製
造
法
も
あ
る
。

④
奇
経
八
脆
単
（
著
者
お
よ
び
出
版
年
不
明
、
手
書
）

本
書
は
一
○
・
二
×
一
七
・
五
ｍ
の
大
き
さ
で
、
李
王
朝
末
期
に

流
行
し
た
袖
珍
民
間
療
法
書
の
一
つ
と
お
も
わ
れ
る
。
前
半
四
○
頁

は
、
奇
経
八
脈
を
中
心
と
し
た
鍼
灸
療
法
が
、
後
半
十
一
頁
は
、
救

急
、
符
呪
な
ど
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
「
急
々
如
律
令
」
と
か
、
各

種
の
符
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
小
さ
い
害
か
ら
、
民
間
療
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三
、
結
論

韓
国
の
代
表
的
医
書
三
種
と
、
民
間
療
法
袖
珍
書
の
な
か
か
ら
道

教
医
学
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
。
道
教
、
ひ
い
て
は
道
教
医
学

が
、
強
く
、
長
く
影
響
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

き
、
さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

法
、
道
教
医
学
、
お
よ
び
実
際
の
医
学
が
一
つ
の
場
を
共
有
し
て
い

た
こ
と
が
、
つ
い
一
○
○
年
前
位
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

て
き
る
。

前
回
は
、
小
野
蘭
山
と
そ
の
後
継
者
小
野
薫
畝
の
日
記
に
よ
っ

て
、
医
学
館
に
お
け
る
か
く
れ
た
業
績
と
し
て
薬
園
の
経
営
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
同
じ
く
『
蘭
山
先
生
日
記
』
と
『
意

畝
日
記
』
か
ら
医
学
館
に
お
け
る
本
草
講
害
と
薬
品
会
に
関
す
る
い

く
つ
か
の
事
績
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
れ
を
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。

一
、
開
山
と
本
草
講
害

蘭
山
は
、
京
都
か
ら
出
府
し
た
四
日
後
の
寛
政
十
一
年
四
月
二

日
、
若
年
寄
掘
田
正
敦
か
ら
医
学
館
で
の
講
害
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
以

来
、
死
の
前
年
の
文
化
六
年
に
至
る
ま
で
の
十
一
年
間
、
六
次
に
わ

た
る
諸
国
採
薬
の
期
間
と
医
学
館
が
焼
失
し
た
文
化
三
年
を
除
い

て
、
本
草
講
害
に
携
わ
り
、
毎
年
十
二
月
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
銀
七

２
小
野
藺
山
・
薫
畝
の
日
記
に
み
る

医
学
館
の
本
草
講
耆
と
薬
品
会

、圭

丁皐
〆一

討乱ご

月蚕

正

治
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